
皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

万歳三唱し、登頂の成功を喜ぶ市登山隊の皆さん

神事が行われ今年一年の山の安全を祈願

荒天の山頂で万歳三唱
岩手山山開き

　岩手山（2,038㍍）山開きは７月１日、焼走り登山口付
近で行われ、市登山隊や関係者ら約６０人が神事に参加
し、山の安全を祈願しました。
　悪天候によりピッケル交換などの山頂セレモニー
は中止になりましたが、市登山隊は天候を伺いなが
ら登頂に成功。万歳三唱し、山開きを祝いました。
　昨年も山開きに参加した藤原健太朗さん＝大久保
＝は「山頂からの絶景が見られず残念。今度は晴れた
日にもう一度挑戦したい」と汗を拭っていました。

犯罪や非行の防止をPR
「社会を明るくする運動」啓発活動

　社会を明るくする運動の街頭パレードは７月15日、
大更地内で行われ、犯罪や非行の防止などを呼び掛け
ました。
　岩手地区保護司会の会員や、一日保護司を務めた西
根中３年の髙橋勇

ゆ う し ん

慎さんと髙橋拓也さんら約35人が
参加し、のぼりや横断幕を掲げて行進。八坂神社例大
祭の会場では、啓発用のうちわなどを配布しました。
　この運動は、犯罪や非行を防止し、立ち直りを支援
することで、安全な地域社会を築こうとするものです。啓発活動に参加した一日保護司の拓也さん（左）と勇慎さん
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1２0２まで。

松○マークの記事は、地域おこし協力隊の松本侑子隊員が取材。広報で伝えきれなかった内容は、
同協力隊が運営している移住・定住情報サイト「はちまんたい通信」で紹介しています。 はちまんたい通信

15年３カ月にわたり人権擁護委員と
して尽力した大森貞子さんに法務大
臣感謝状を贈呈（７月16日、市役所）

市芸能発表会で「さのへ踊り」など
６曲を披露した西根さんさクラブ

（６月₃0日、西根地区市民センター）

遊休農地解消へ現地確認
農地パトロール

　市農業委員会（山本範夫会長）は７月19日、遊休農
地の実態把握や未然防止などを目的に、農地パト
ロールを行いました。
　先だって開かれた出発式には委員ら4₇人が出席。
その後、4地区に分かれて市内₇3カ所の農地を周り、
現地の状況を確認しました。
　山本会長は「活力ある市の農業を築くためにも、農
業委員と推進委員と連携を取りながら、農地利用の
最適化を進めていきたい」と力を込めました。 ４地区に分かれ図面を見ながら現地を確認する委員

地域で守り育む館山の桜
令和誕生記念 田頭城址館山公園植樹祭

　田頭コミュニティセンターは６月30日、地域のシン
ボルである館山公園の桜並木の景観保守を目的に、新
元号誕生を記念した植樹祭を開きました。
　小雨が降る中、集まった地域住民約40人が、ソメイ
ヨシノ、ヤエザクラ合わせて約50本を植樹。根元には
日付や名前を記した記念プレートを設置しました。家
族で参加した田頭小２年の伊藤純

じゅんせい

成君は「大きく育っ
てほしい。いつか今日植えた桜の下で家族みんなと花
見をしたい」と照れくさそうに話してくれました。これからも桜いっぱいの館山を願って植樹する児童

（左から）２期目の森さん、４期目の村瀬さん、新任の小林さん

悩み抱え込まずに相談を
人権擁護委員に法務大臣から委嘱発令

　森寛子さん、村瀬誠さん、小林清功さんの3人が７
月１日、法務大臣から人権に関する悩みなどの相談に
応じる人権擁護委員に委嘱されました。
　任期は令和3年６月30日までの3年間。新任の小林
さんは「人権について学びながら、誰もが幸せに暮ら
せる社会になれるよう、人権啓発活動を通じて微力な
がら頑張っていきたい」と意気込みました。
　市の人権相談は予約制で、日時や場所は相談に応じ
ます。予約は市民課戸籍住民係（☎・内線1061）まで。

山車に乗り太鼓を叩く児童の躍動
感ある演奏が、寺田地区に響き渡り
ました（７月17日、白坂観音大祭） 松○

これからも共に歌声を
コーラスななしぐれ₂₅周年七夕コンサート

　コーラスななしぐれは７月７日、新安比温泉静流
閣で、結成25周年を記念した七夕コンサートを開き、
訪れた約80人の観客を歌声で魅了しました。
　友情出演したスペースメモリーそよ風と共に全18
曲を披露。観客は、澄み渡った歌声に聞き入ったり、
一緒に口ずさんだりしていました。
　代表を務める畠山桂子さんは「この地で育って絆
が深い人たちと共にここまでやってこられた。これ
からも歌い続けたい」と笑顔を浮かべました。

団体戦（４～６年生の部 ⎠決勝・先鋒戦での仕切り

特設ステージから歌声を届けるメンバー

体と気迫のぶつかり合い
第₃₈回平舘地区子ども会対抗相撲大会

　第38回平舘地区子ども会対抗相撲大会は７月20
日、平舘小相撲場で開かれ、出場した児童らが団体
戦・個人戦と熱戦を繰り広げました。
　会場は、選手に送る声援に包まれ、それに応える
ように土俵際で粘りを見せる白熱した場面も。
　団体戦（4～６年生の部）を制した駅前・わし森C
チームの大将を務めた佐々木穂

ほ の

さん（６年）は「男の子
が相手だと少し怖かったけど、チームメートが頑張っ
てくれて優勝できた」と喜びをかみしめました。

６月２₃日で100歳を迎えられた川又
ヱツさん＝矢神＝これからもお元
気で（６月２8日、あしろ苑）

ステージで元気な歌声を披露する
畑保育園の園児（７月1₃日、あし
ろこども園・畑保育園合同夏祭り）

プロの音に聴きほれる
安代っ子七夕コンサート

　安代っ子七夕コンサートは７月12日、安代小体育
館で開かれ、同校の児童らがクラシックなど全10曲
をM.カルテットによる演奏で楽しみました。
　今年から地域の人たちも招待。合唱にも参加し、
最後は会場に大きな拍手が鳴り響きました。
　立花優奈さん（６年）は児童を代表して｢毎年コン
サートを楽しみにしています。ＣＤなどで聴くより
迫力があって引き込まれました｣と感想を述べ、楽し
いひとときを振り返りました。 松○ M.カルテットの演奏で合唱する児童一同
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